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生体反Fl!1fJ!I]よりみた尿中生際物質の治長について

尿五tと燐MMrのtlll~Mについて*

両風 情・務総反者

(北海道大学結段研究所化学部門)

変化なきデーターのIt1にも丹市にして況大なJJr)，fのひそん

でいるのをみのがしてはならない"。

今W]は尿屯と燐It但[の相Wlについて派;りする。

賓験録件並びに成絞

l'kÞI，-条件は前~J/nl-l::!) と全く同阪であり，同ーサ y プル

につき分析を行った。

燐殺似の測定はjJLj"l'¥，日:'[jらの方法1-1のにより，かっ

それら尿丑，燐攻位はそれぞれ単位11寺間当り笠C巴Perhour

をもって表示した。

関 l はその涼図であり x印は肺結1亥，fJ]\者1l1:flt1f~ ， 0 

印はIF等のそれ，ム印はn重点のそれであり， それらは全
尿を採思し1Ilij乏した。また・印はE常人労{j]Ti勤勉時尿め

であり，これは遂時的に採集分析した。図2はそれを over

lapping:;'法に従し、統1寸的に等照度曲線をもとめたものであ

倒体の生きている限り水分，土hi'Jt(I，エネルギー代IT4tは

常iこいとなまれているがその中水分， :J;(;ij'JHt却の異1!y，土他

のそれ比し生命前Ë~..}:'こより了日大なお押すピ及ぼすであろう。

必I})fなエネルギーを得るためにその代却の多少の具'JZをと

もなおうとも，生体はそれによって産出された不完全液化

物 (111[11!代謂怪物)を適当に体外に排出することにより内

nHf.~1fj'iの恒 Î;~{京日が可認である。

“生fl\，えは好ましからぬ~1JJlにおかれれば，おかれるほど，

その恒'Î~r:itrJ にやっさになる"。

以上のことを念到におき結役忠者の尿ー口I.~) に日をむ

けたJ1~合， “その冠王己のものにおし、てさえE沼'人のそれと

j七校しかわりないのを知ったとき，私らは個体の生命維持

の妙味に対し， 1虫虚な気持をいだかざるを得ない。私らは
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J)正常'人において尿fb燐椴位向I'i-とも1荒木分散の

大きいのは結後山における立i1く全日尿を採集することなく，

泊I待尿を採集したためもあろうが。

2) ¥， 、ずれにしても，それらの平均は尿主将に燐般値

において結該続のそれに比して大であることは確かであろ

う。

3)その場合燐酸値の変動は尿畳のそれに比し大なる

ことは誠に興味がある。

4)尿丑の燐青空債の中日開はまことにすくないものとい

って差支えなかろうが，かく両者に相関がすくないことは，

それらがそれぞれ法った笥要なる生休反応的意義を有する

ことを示し，尿iJ1は水分担額代初に，燐酸簡はエネルギ{

代~:1lに特に関係することを芯;味するであろう。

女献

I) j~~i也j)!..佐4木裕W，: 持e.~と生物l}~， 27問 102-104，
s{J， 28. 

2)岩fH致後・中111材"コ:際皐と生物検， 28 (2): 66-68， 

99 

UI{ 28. 

3) ，[，山吋!・コ・ ~'f，II，~f，~\ 1ft. 務減反次 .l，:~.r}r! と '1=-物，'}~， 28 (2) : 

68-71， n日28.
4) r!'llrbjfご・山崎徳治・'>1'-iilUF.:合引と生物?}， 26 (3): 
94-97， iI行 28.
5)方!frui}x祭・1容IJ羽毛火:酷烈と!I:A問主， 26(1): 1--4， Us 28. 
6) PLi瓜俗・佐キオd谷村t:時，qJ，と生物泉， 26(1): 4-7， n{~ 28. 
7)波間放去を・1持政辰次:感染と生物準， 25 (4): 173-176， 
ns 27. 
8)阿風俗・佐々木裕峨:民皐と生物E'}， 25(4): 176-179， 

ns 27. 
9) g!flll~~む治 .'jllll却ご:関与と生物弘 25(4): 189-192， 

n白27.
10) 治岩L悶芝致士!栄於.p阿y江珂L可i瓜俗: .~;搾E防写与泉さと旦生コ

Hf自{28-

1 I) 21'-1也jE・中川l好治 .12:?l裂と生物与を， 25 (4): 199-201， 

11!{ 27. 

12) 務旅辰次・ r[l 川丹治:時与と生物l}~， 27 (3): 99-10 1 ， 
11日28.
13) 凡[風俗:惇与と生物以 27(6):240ー243，1I{1， 28. 
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得本論文は将殺と生物吊::îS281E封~ 5 iJNに溌表した。
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